


















6.結果 

赤血球の変形は強力パルス波を用いても,対照群との間に差は認められなかった(図一 2,

図一3)。この実験に先立ち,パルス幅10μsec繰り返し周波数1000HZ,平均音響強度0.57W/

㎝ 2 で 60 分照射した成人血の血清吸光度を測定したが,吸光曲線に差は認められなかった

。染色体に対する影響も今日の条件において有意の差は認められなかった(表一 3,A～F)。 


